
催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
審
査
結
果
報
告
書

 
 

NO
 

申
請
受
付
 

年
月
日
 

主
 
 
催
 
 
者
 

催
 
物
 
名
 

会
場
・
開
催
期
間
等
 

催
 
物
 
内
 
容
 
等
 

申
 
請
 

区
 
分
 

入
 
場
 
料
 
等
 

  
 許

可
年

月
日

 

 (
整
理
番
号
) 

チ
ラ
シ
等
 

1 
令
和

7
年

11
月

19
日
 

瀬
戸
市
公
民
館
協
議
会
・

瀬
戸
市
 

令
和
７
年
度
 
瀬
戸
市
公
民

館
大
会
（
舞
台
発
表
会
・
作

品
展
・
表
彰
式
）
 

瀬
戸
蔵

4
階
 
多
目
的
ホ
ー
ル
・

会
議
室

2～
5、

2
階
 
つ
ば
き
ホ

ー
ル
 

令
和
８
年
２
月
７
日
(土

)～
令
和

８
年
２
月
８
日
(日

) 

公
民
館
に
お
け
る
生
涯
学
習
と
し
て
、
音
楽
、
芸
術
、
語
学
、
文

学
等
様
々
な
分
野
に
わ
た
り
市
民
が
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る

中
で
、
活
動
を
周
知
し
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
身
近
な
公
民

館
が
あ
る
こ
と
、
生
涯
学
習
の
大
切
さ
、
楽
し
さ
を
多
く
の
市
民
に

伝
え
る
。
ま
た
、
公
民
館
運
営
に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
に
、

市
長
、
教
育
長
か
ら
表
彰
を
行
う
。

 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

7
年

11
月

27
日
 

（
7-
13
9-
83
）
 

○
 

2 
令
和

7
年

11
月

21
日
 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

 
瀬
戸

第
6
団
 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
あ
そ
ぼ

う
！
ワ
ク
ワ
ク
自
然
体
験
あ

そ
び
 

金
神
社
 

令
和
８
年
２
月
８
日
(日

) 

・
自
然
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も
の
感
性
を
育
む
 

・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
紹
介
し
、
ス
カ
ウ
ト
活
動
へ
の
参
加
の

き
っ
か
け
を
作
る
 

・
家
族
や
子
供
同
士
の
交
流
の
促
進
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
有
料
 

10
0
円
/人

 
保
険
代
 

令
和

7
年

11
月

28
日
 

（
7-
14
2-
84
）
 

○
 

3 
令
和

7
年

11
月

25
日
 

愛
知
県
吹
奏
楽
連
盟
・
朝
日

新
聞
社
 

２
０
２
５
年
度
愛
知
県
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

(
高

等
学
校
の
部
)県

大
会
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー

ル
 

令
和
８
年
１
月
２
４
日
(土

) 

各
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
、
部
活
動
の
活
性
化
及
び
、
音
楽
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
有
料
：
1,
00
0
円
 

参
加

料
 

有
料

：
一

人

1,
50
0
円
 

令
和

7
年

12
月

1
日
 

（
7-
14
3-
85
）
 

 

4 
令
和

7
年

11
月

26
日
 

社
会
福
祉
法
人

 
愛
知
県

社
会
福
祉
協
議
会
 

一
般
社
団
法
人

 
愛
知
県

聴
覚
障
害
者
協
会
 

第
４
４
回
耳
の
日
記
念
 
聴

覚
障
害
者
と
県
民
の
つ
ど
い

ｉ
ｎ
瀬
戸
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
 

令
和
８
年
３
月
１
日
(日

) 

・
県
民
と
聴
覚
障
害
者
の
交
流
 

・
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
 

後
援
 

入
場
料
 
有
料
 

大
人

1,
50
0
円
、
こ
ど
も
無

料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

7
年

12
月

3
日
 

（
7-
14
4-
86
）
 

○
 

5 
令
和

7
年

12
月

3
日
 

ME
RR
Y 
LA
ND
 

En
gl
is
h 
Ca
mp
 

長
久
手
市
公
民
館
 
学
習
室

AB
 

令
和
８
年
２
月
８
日
(日

) 

瀬
戸
市
在
住
の
小
学
生
の
方
々
に
、
Al
l 
En
gl
is
h
の
環
境
で
、

テ
ー
マ
に
つ
い
て
１
日
４
、
５
時
間
、
外
国
籍
講
師
よ
り
英
語
で
学

ぶ
ク
ラ
ス
。
 

外
国
人
講
師
よ
り
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ
て
、
楽
し

く
英
語
に
触
れ
、
英
語
学
習
や
、
異
文
化
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
頂

く
機
会
と
す
る
。
 

小
学
校
で
学
ん
だ
英
語
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
た
り
、
外
国
人
講
師

と
実
際
に
使
用
す
る
生
き
た
英
語
体
験
場
面
の
提
供
を
す
る
。
 

児
童
が
英
語
を
使
う
楽
し
さ
、
伝
わ
る
喜
び
を
実
感
し
、
自
信
を

持
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指

す
。
 

他
文
化
理
解
、
挑
戦
す
る
姿
勢
、
協
力
し
て
課
題
に
取
り
組
む
社

会
的
ス
キ
ル
、
な
ど
を
育
む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ
て
、
英
語
は

楽
し
い
も
の
と
い
う
体
験
を
得
て
、
今
後
の
英
語
へ
の
学
習
意
欲
や

国
際
理
解
へ
の
基
盤
作
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
い
る
。
 

後
援
 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
有
料
：
4,
00
0
円
 

令
和

7
年

12
月

11
日
 

（
7-
14
5-
87
）
 

○
 

6 
令
和

7
年

12
月

10
日
 
あ
す
な
ろ
社
 
墨
翔
会
 

第
４
３
回
あ
す
な
ろ
書
初
公

募
展
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階

22
会

議
室
 

令
和
８
年
３
月
１
５
日
(日

) 

書
教
育
向
上
な
ら
び
に
普
及
の
た
め
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
有
料
 

幼
年
～
高
校
生
：
50
0
円
 

大
学
・
一
般
：
80
0
円
 

令
和

7
年

12
月

16
日
 

（
7-
15
1-
88
）
 

○
 

7 
令
和

7
年

12
月

17
日
 
瀬
戸
い
け
ば
な
協
会
 

20
26
 
瀬
戸
い
け
ば
な
芸
術

展
 

瀬
戸
市
文

化
セ
ン
タ
ー

 
交
流

館

３
階
 

令
和
８
年
３
月
７
日

(
土

)
～
令
和

８
年
３
月
８
日
(日

) 

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
い
け
ば
な
」
で
地
域
文
化
興
隆
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
日
頃
研
修
に
励
ん
で
い
る

12
流
派

40

名
の
会
員
が
年
に
一
度
、
協
会
行
事
と
し
て
開
催
す
る
芸
術
展
で

す
。
瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
交
流
館

3
階
で

2
日
間
作
品
の
展

示
を
行
い
ま
す
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
有
料
：
8,
00
0
円
 

令
和

7
年

12
月

23
日
 

（
7-
15
4-
89
）
 

○
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催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
実
績
報
告
書

 
 

NO
 

報
告
受
付
 

年
月
日
 

報
告
 

区
分
 

主
 
 
催
 
 
者
 

（
申

請
者

）
 

催
 
物
 
名
 

会
場
・
開
催
期
間
等
 

催
物

の
実

績
等

 
後
援
・
推
薦
の
効
果
等
 

1 
令
和

7
年

12

月
11

日
 

後
援
 

一
般
財
団
法
人
地
球
産
業
文
化

研
究
所
 

理
事
長
 
佐
久
間
 
総
一
郎
 

愛
知
万
博
／
愛
・
地
球
博

20
周

年
 
モ

リ
ゾ
ー
＆
キ
ッ
コ
ロ
 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ま
た
ね
、
こ

ん
に
ち
は
、」

 

愛
・
地
球
博
記
念
公
園
 
地
球
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館
 

令
和
７
年
３
月
２
８
日
(金

)～
令

和
７
年
３
月
３
０
日
(日

) 

入
場
人
員
：
2,
00
0
人
 

瀬
戸
市
教
育
委
員
会
様
の
ご
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
よ
り
、
公
演
内
容
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
親
子
連
れ
の

お
客
様
に
も
安
心
し
て
ご
来
場
い
た
だ
け
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
事
前
の
広
告
に
お
い
て
も
メ
デ
ィ
ア
に
多
く
取
り
上
げ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

2 
令
和

7
年

12

月
12

日
 

後
援

(継
続
) 

公
益
社
団
法
人
 
瀬
戸
旭
法
人

会
 

成
田
 
順
一
 

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
 

尾
張
旭
市
役
所
 
１
階
ロ
ビ
ー
 

令
和
７
年
７
月
１
９
日
(土

)～
令

和
７
年
１
１
月
３
０
日
(日

) 

参
加
人
員
：
24
0
人
 

先
生
方
や
保
護
者
様
に
も
積
極
的
に
ご
応
募
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。
 

3 
令
和

7
年

12

月
15

日
 

後
援

(継
続
) 

学
校
法
人
菊
武
学
園

 
名
古
屋

産
業
大
学
・
名
古
屋
経
営
短
期

大
学
 

高
木
 
弘
恵
 

名
古
屋
産
業
大
学
・
名
古
屋
経

営
短
期
大
学
 
公
開
講
座
 

名
古
屋
産
業
大
学
・
名
古
屋
経
営

短
期
大
学
 

令
和
７
年
７
月
１
２
日
(土

)～
令

和
７
年
９
月
１
７
日
(水

) 

参
加
人
員
：
58
0
人
 
 

入
場
人
員
：
58
0
人
 

今
年
度
は
平
日
夕
方
に
１
講
座
２
部
制
を
基
本
と
し
て
開
催

し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。
ま
た
、
課
題
と
し
て
い
た
参
加
率
（
参
加
数
／
申
込
数
）

も
91
％
（
昨
年

78
％
）
と
な
り
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
 

4 
令
和

7
年

12

月
9
日
 

後
援

(継
続
) 

瀬
戸
市
国
際
セ
ン
タ
ー
 

理
事
長
 
河
村
 
誠
悟
 

第
１
８
回
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
 

瀬
戸
蔵
 つ

ば
き
ホ
ー
ル
 

令
和
７
年
１
２
月
７
日
（
日
）
 

参
加
人
員
：
26

人
 
 

入
場
人
員
：
15
0
人
 

第
１
８
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
小
中
学
生
の
部
に
下
品
野

小
学
校
（
８
名
）、

效
範
小
学
校
（
３
名
）、

原
山
小
学
校
（
２
名
）、

西
陵
小
学
校
（
２
名
）、

品
野
台
小
学
校
（
１
名
）、

萩
山
小
学
校

（
３
名
）、

に
じ
の
丘
小
学
校
（
８
名
）、

品
野
中
学
校
（
１
名
）、

光
陵
中
学
校
（
１
名
）、

幡
山
中
学
校
（
５
名
）
に
じ
の
丘
中
学
校

（
２
名
）
か
ら
計
３
６
名
の
応
募
が
あ
り
、
昨
年
度
を
は
る
か
に

超
え
る
過
去
最
高
の
応
募
者
数
と
な
っ
た
。
 

 
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
の
交
流
会
も
含
め
、
出
場
者
の

家
族
、
日
本
語
指
導
者
、
学
校
関
係
者
（
各
学
校
教
諭
等
）、

北
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
を
含
む
多
数
の
来
場
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
教
育
委
員
会
の
後
援
名
義
使
用
に
よ
る
効
果
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
。
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催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
実
績
報
告
書

 
 

5 
令
和

7
年

11

月
25

日
 

後
援
 

愛
知
県
私
学
協
会
 

榊
 
直
樹
 

第
73

回
愛
知
県
私
学
弁
論
大

会
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
 

令
和
７
年
１
１
月
２
０
日
(木

) 

参
加
人
員
：
26

人
 
 

入
場
人
員
：
50
0
人
 

瀬
戸
市
の
後
援
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
私
学
教
育
の
地
域
密
着

性
が
感
じ
ら
れ
た
。
 

6 
令
和

7
年

12

月
3
日
 

後
援
 

日
本
ゴ
ル
フ
学
会
東
海
支
部
 

鶴
原
 
清
志
 

第
35

回
日
本
ゴ
ル
フ
学
会
大

会
 

パ
ル
テ
ィ
せ
と
 

令
和
７
年
１
１
月
１
５
日
(土

)～

令
和
７
年
１
１
月
１
７
日
(月

) 

参
加
人
員
：
43

人
 
 

入
場
人
員
：
43

人
 

1.
 瀬

戸
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
推
進
に
寄
与
 

市
内
施
設
を
会
場
と
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
外
の
研
究
者
・
指

導
者
が
瀬
戸
市
を
訪
れ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
 

2.
 ジ

ュ
ニ
ア
育
成
に
関
す
る
科
学
的
知
見
の
集
約
 

教
育
・
医
科
学
・
社
会
学
等
の
観
点
か
ら
の
研
究
成
果
が
共
有

さ
れ
、
今
後
の
育
成
政
策
に
活
か
せ
る
基
礎
資
料
と
な
っ
た
。
 

3.
 地

域
ゴ
ル
フ
関
係
者
と
の
連
携
強
化
 

瀬
戸
市
教
育
委
員
会
の
後
援
の
も
と
、
全
国
の
ゴ
ル
フ
研
究

者
・
指
導
者
と
の
交
流
が
促
進
さ
れ
た
。
 

4.
 品

野
台
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
た
実
践
教
育
の
充
実
 

本
大
会
は
、
瀬
戸
市
の
ご
後
援
を
賜
り
、
学
術
的
に
も
実
務
的

に
も
充
実
し
た
大
会
と
し
て
成
功
裏
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
特

に
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
こ
と
で
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
将
来
を
見
据
え
た
議
論
と
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
大
会
の
意

義
が
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
こ
に
、
瀬
戸
市
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
後
援
事

業
報
告
書
と
し
て
提
出
い
た
し
ま
す
。
 

7 
令
和

7
年

11

月
26

日
 

後
援
 

や
よ
い
の
会
 

小
林
 
雅
彦
 

森
あ
そ
び
（
20
25

秋
）
 

龍
洞
山
 
久
雲
寺
 

令
和
７
年
１
１
月
２
３
日
(日

) 
参
加
人
員
：
12

人
 

・
信
頼
感
や
安
心
感
の
向
上
：
 行

政
機
関
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
趣

旨
な
ど
に
つ
い
て
認
め
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
参
加
者
や
保
護
者

に
安
心
感
を
与
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
保
護
者
層
に
「
健

全
で
教
育
的
な
活
動
」
と
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
、
保
護
者
の
方
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
ご
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

・
団
体
の
活
動
認
知
度
向
上
：
 今

回
の
団
体
の
活
動
が
社
会
的

に
意
義
あ
る
も
の
と
し
て
認
知
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
届
け
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
自

体
や
団
体
の
他
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
実
績
報
告
書

 
 

8 
令
和

7
年

12

月
22

日
 

後
援

(継
続
) 

南
山
大
学
総
合
政
策
学
部

 
石

川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
 

石
川
 
良
文
 

「
推
し
の
瀬
戸
」
ぼ
く
わ
た
し

の
せ
と
の
“
推
し
”
画
展
 
―

自
然
と
共
に
生
き
る
ま
ち
を
考

え
よ
う
―
 

せ
と
末
広
町
商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ

ー
 

令
和
７
年
１
０
月
２
５
日
(土

)～

令
和
７
年
１
１
月
２
３
日
(日

) 

参
加
人
員
：
2,
53
8
人
 
 

入
場
人
員
：
2,
53
8
人
 

教
育
委
員
会
の
後
援
を
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
市
内
の
学
童
保

育
や
児
童
館
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
子
ど
も
達
か
ら
絵

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

ま
た
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
開
催
情
報
の
掲
載

や
市
内
の
公
立
の
全
小
学
校
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
布
を
さ
せ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
広
く
市
民
へ
周
知
さ

れ
、
展
示
会
の
宣
伝
力
お
よ
び
公
共
性
の
向
上
に
繋
が
っ
た
。
 

9 
令
和

7
年

12

月
11

日
 

後
援

(継
続
) 

ラ
ボ
教
育
セ
ン
タ
ー
 

巣
山
 
万
紀
子
 

世
界
の
名
作
絵
本
を
英
語
で
た

の
し
む
イ
ベ
ン
ト
 
親
子
で
あ

そ
ぼ
う
英
語
の
歌
と
お
は
な
し
 

尾
張
旭
市
・
瀬
戸
市
の
公
共
施
設

な
ど
 

令
和
７
年
１
１
月
４
日
(火

)～
令

和
７
年
１
２
月
６
日
(土

) 

参
加
人
員
：
14

人
 

後
援
を
い
た
だ
き
、
幼
稚
園
な
ど
で
配
布
し
て
い
た
だ
け
、
来

て
下
さ
っ
た
方
々
が
い
て
、
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

10
 

令
和

7
年

12

月
10

日
 

後
援

(継
続
) 

朝
日
新
聞
社
 

角
田
 
克
 

J.
LE
AG
UE
×
朝
日
新
聞
ジ
ュ
ニ

ア
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
 

口
論
義
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
 

令
和
７
年
１
１
月
１
日
(土

) 

参
加
人
員
：
68

人
 
 

入
場
人
員
：
18
2
人
 

本
事
業
に
お
い
て
市
の
後
援
名
義
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
や
保
護
者
に
対
し
て
事
業
の
公
共
性
と

社
会
的
意
義
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
ご
参
加
い

た
だ
く
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
公
的
機
関
の
後
援
が
あ

る
こ
と
で
広
報
活
動
に
お
け
る
信
頼
性
が
高
ま
り
、
結
果
と
し
て

68
名
も
の
参
加
者
を
集
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

後
援
名
義
の
付
与
に
よ
り
地
域
の
学
校
や
保
護
者
へ
の
案
内
が

円
滑
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
広
く

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
効
果
に
よ
り
、
事
業

は
円
滑
か
つ
安
全
に
遂
行
さ
れ
、
地
域
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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令
和

7
年

12

月
9
日
 

後
援
 

せ
と
き
ら
実
行
委
員
会
 

山
内
 
多
枝
子
 

あ
め
ん
ぼ
ま
つ
り
 
隣
の
せ
と

き
ら
 

青
の
広
場
周
辺
 

令
和
７
年
１
１
月
８
日
(土

)～
令

和
７
年
１
１
月
９
日
(日

) 

参
加
人
員
：
20
0
人
 
 

入
場
人
員
：
30
0
人
 

瀬
戸
市
内
に
あ
る
東
保
育
園
・
瀬
戸
北
保
育
園
・
に
じ
の
丘
放

課
後
ク
ラ
ブ
・
た
い
よ
う
児
童
ク
ラ
ブ
・
お
ひ
さ
ま
児
童
ク
ラ
ブ
・

せ
と
野
外
保
育
所
も
り
の
ね
・
地
域
の
子
ど
も
達
か
ら

20
0
点
近

い
作
品
の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
後
援
名
義
の
効
果
と
考
え
ま

す
。
 

12
 

令
和

7
年

12

月
18

日
 

後
援

(継
続
) 

一
般
社
団
法
人
お
や
こ
ラ
ボ
 

小
原
 茉

奈
 

こ
ど
も
の
未
来
応
援
講
座
 

パ
ル
テ
ィ
せ
と

 
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
 大

会
議
室
 

令
和
７
年
１
２
月
４
日
(木

) 
・
令

和
７
年
１
２
月
１
０
日
(水

) 

参
加
人
員
：
6
人
 

後
援
取
得
せ
ず
に
講
座
を
し
た
際
よ
り
、
数
多
く
の
方
に
ご
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
 

参
加
さ
れ
た
方
よ
り
後
援
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
安
心
し
て
参

加
で
き
た
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
実
績
報
告
書

 
 

13
 

令
和

7
年

12

月
18

日
 

後
援
 

Di
gn
it
y2
.0
 
国
際
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
実
行
委
員
会
 

岩
田
 
千
佳
 

Di
gn
it
y2
.0
 
国
際
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
 

BE
ST
 
BE
IN
G 

が
拓
く
心
の
時

代
 

AI
 
時
代
の
分
岐
点
——
Be
yo
nd
 

AI
、
ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
“
人

間
の
可
能
性
”
へ
 

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
名
古
屋
 

令
和
７
年
１
１
月
２
８
日
（
金
）

～
令
和
７
年
１
１
月
３
０
日
（
日
） 

参
加
人
員
：
17
3
人
 
 

入
場
人
員
：
36
2
人
 

（
オ
ン
ラ
イ
ン

12
3
人
）
 

後
援
名
義
に
よ
り
事
業
の
社
会
的
信
用
が
高
ま
り
、
県
議
会
・

教
育
・
NP
O 
等
、
多
方
面
と
の
連
携
強
化
に
繋
が
り
ま
し
た
。
 い

た
だ
い
た
祝
辞
を
披
露
し
た
際
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸

き
、
参
加
者
に
対
し
、
多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
瀬
戸
市
の

先
進
性
を
強
く
印
象
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
 

公
的
機
関
か
ら
の
初
の
後
援
は
、
本
事
業
の
質
を
一
段
階
押
し

上
げ
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
成
果
を
次
年
度
以
降
の
活
動
に
活
か

し
、
さ
ら
な
る
発
展
と
地
域
貢
献
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

14
 

令
和

7
年

12

月
16

日
 

後
援
 

中
馬
街
道
サ
ミ
ッ
ト

20
25

事

務
局
 

鈴
木
 
直
樹
 

中
馬
街
道
サ
ミ
ッ
ト

20
25
 

上
矢
作
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
 

令
和
７
年
１
２
月
６
日
(土

) 

参
加
人
員
：
50

人
 
 

入
場
人
員
：
25

人
 

後
援
名
義
の
付
与
に
よ
り
、
本
事
業
の
公
共
性
と
信
頼
性
が
高

ま
り
、
地
域
住
民
・
学
校
・
関
係
団
体
へ
の
周
知
が
円
滑
に
進
み

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
か
ら
の
参
加
者
が
増
加
し
、
各
地
域

の
歴
史
文
化
保
存
会
・
教
育
関
係
者
と
の
連
携
が
促
進
さ
れ
た
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
広
報
や
地
域
メ
デ
ィ
ア
で
の
掲
載
が

広
が
り
、
街
道
文
化
継
承
へ
の
認
知
と
参
加
意
欲
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
 

※
「
参
加
人
員
」
…
主
催
者
を
除
く
事
業
へ
の
参
加
者
数
 
 
 
※
「
入
場
人
員
」
…
催
物
の
一
般
入
場
（
来
場
）
者
数
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令
和
７
年
1
2
月
情
報
公
開
請
求
一
覧
（
学
校
教
育
課
分
）

請
求

年
月
日

請
求
区
分

請
求
内
容

決
定
通
知

年
月
日

開
示
区
分

開
示
文
書
名

担
当
部
署

備
考

1
R
7
.9
.3
0

公
文
書

開
示
請

求
書

2
0
2
2
年
度
～
2
0
2
4
年
度
の
瀬
戸
市
中
小
学
校

体
育
連
盟
に
関
す
る
文
書

R
7
.1
1
.1
3
　
開
示
決
定
の
追
加
分

令
和
６
年
度
瀬
戸
市
中
小
体
育
連
盟
理
事
会

旅
行
命
令
書
（
会
長
及
び
理
事
長
分
）

R
7
.1
2
.1
2

一
部
開
示

令
和
６
年
度
瀬
戸
市
中
小
体
育
連
盟
理
事
会

旅
行
命
令
書

学
校
教
育

課

開
示
し
な
い
部
分

職
員
番
号

開
示
し
な
い
理
由
・
根
拠
規
定

瀬
戸
市
情
報
公
開
条
例
第
７
条
第
２
号
に
該
当
。

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の

権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
。
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第 19 回愛知県教育委員会教職員表彰について 

愛知県教育委員会では、教職員の意識高揚と資質向上及び学校の活性化を図るため、学校

教育において、創意・工夫にあふれ特色ある教育活動を実践して、顕著な成果をあげ、他の

模範となる教職員を 2007 年度から表彰しています。また、2020 年度に愛知県教育委員会若

手教職員等奨励賞を創設し、他の模範となる若手教職員を表彰しています。 

この度、下記の通り瀬戸市内の教職員１名が表彰を受けましたのでご報告いたします。 

1 表彰要件 

ア 愛知県教育委員会教職員表彰 

教職員経験が 10 年以上あり、かつ、年齢が 35歳以上の者で次のいずれかに該当する者 

(1)創意工夫ある教育活動により、顕著な成果をあげた者 

(2)使命感を持って教育活動の改善に取り組み、信頼が厚い者 

(3）地道な教育活動を継続して行い、他の模範となる者  

イ 愛知県教育委員会若手教職員等奨励賞 

教職員経験が 10 年未満かつ年齢が 50歳未満である者で次のいずれかに該当する者 

(1)創意工夫ある教育活動により、顕著な成果をあげた者 

(2)使命感を持って教育活動の改善に取り組み、信頼が厚い者 

(3）地道な教育活動を継続して行い、他の模範となる者  

2 瀬戸市内で表彰を受けた教職員 

部 門 イ―（1） 

学校名 瀬戸市立品野中学校 

職 名 栄養教諭 

氏 名 栗田 陽子（くりた ようこ） 

性 別 女性 

内 容 栄養教諭として、複数校を兼務する中で、現任校以外でも食育の充実

を図るため、各校の実情に応じて食育講座の実施や動画を活用した指

導を続けている。市アレルギー対応委員会の委員を長年務め、生徒や

保護者に寄り添いつつ安全を最優先にした取組を進め、瀬戸市におけ

る先進的な給食のアレルギー対応に大きく貢献している。 

なお、12 月中旬に愛知県教育委員会より本栄養教諭は、「令和 7年度文部科学大

臣優秀教職員表彰」にも該当するという連絡をもらい、令和 8年 1月 20日(火)に

東京大学 安田講堂にて全国表彰を受ける予定です。 
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第
７
４
回
瀬
戸
地
方
近
郊
駅
伝
競
走
大
会
 
表
彰
者
一
覧
 
（
参
加
申
込
チ
ー
ム
数
：
２
２
３
チ
ー
ム
、
当
日
参
加
チ
ー
ム
数
：
２
０
６
チ
ー
ム
）
 

 総
合
成
績
 

男
子
１
部
(2
1)
 
(1
3.
1k
m)
 

男
子
２
部
(5
5)
 
(9
.6
km
) 

男
子
３
部
(5
7)
 (
13
.1
km
) 

一
般
女
子
の
部
(2
1)
(9
.6
km
) 

優
 
勝
 

守
山
３
５
普
連
 
 
 
 
 
 
 
 
42
:5
5 

中
央
発
條
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
 
 
 
 
  
31
:5
0 

豊
田
大
谷
高
校
Ａ
 
 
 
 
  
 3
9:
55
 

愛
知
高
校
Ａ
 
 
 
 
 
  
 
 3
5:
23
 

第
２
位
 

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
 
 
 
 
 
42
:5
5 

ア
グ
ピ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
32
:0
9 

豊
田
大
谷
高
校
Ｂ
 
 
 
 
  
 4
1:
53
 

愛
知
高
校
Ｂ
 
 
 
 
 
  
 
 3
5:
41
  

第
３
位
 

愛
知
県
庁
ク
ラ
ブ
・
壱
 
 
 
 
 
43
:1
3 

ア
グ
ピ
ー
刈
谷
支
部
 
 
 
 
 
  
32
:2
3 

チ
ー
ム
時
央
 
 
 
 
  

 
  
42
:0
9 

R-
ax
is
  
 
 
 
 
 
 
  

  
36
:3
5 

 区
間
成
績
 

男
子
１
部
 

男
子
２
部
 

男
子
３
部
 

一
般
女
子
の
部
 

第
１
区
 

守
東

OB
連
合
 
 
 
 
 
  
  
  
11
:4
9 

尾
上
 
陽
人
 
 
 
 
 
 
 
 
(3
.8
km
) 

中
央
発
條
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
  
  
 
  
  
08
:1
1 

大
野
 
雄
揮
 
 
 
 
 
 
 
 
(2
.6
km
) 

豊
田
大
谷
高
校
Ａ
 
 
 
 
 
 1
1:
56
 

片
岡
 
宇
龍
 
 
 
 
 
  

(3
.8
km
) 

愛
知
高
校
Ｂ
 
 
 
  
 
  

  
09
:3
2 

加
藤
 
紗
彩
  
 
 
 
  

 
(2
.6
km
) 

第
２
区
 

愛
知
県
庁
ク
ラ
ブ
・
壱
  
  
  

  
07
:1
9 

石
切
山
 
真
孝
 
 
 
 
 
 
 
(2
.3
km
) 

ア
グ
ピ
ー
刈
谷
支
部
 
 
 
 
 
 
07
：
07
 

嘉
無
木
 
悟
 
 
 
 
 
 
 
 
(2
.3
km
) 

豊
田
大
谷
高
校
Ａ
 
 
 
 
  

06
:3
3 

田
辺
 
神
門
 
 
 
 
 
  

(2
.3
km
) 

愛
知
高
校
Ｂ
  

 
 
 
  
 
  
08
:0
7 

下
村
 
咲
葵
 
 
 
 
 
 
 (
2.
3k
m)
 

第
３
区
 

守
山
３
５
普
連
 
 
 
 
 
 
 
 1
4:
13
 

村
上
 
州
  
 
 
 
 
 
 
 
 
(4
.3
km
) 

ア
グ
ピ
ー
刈
谷
支
部
  
  
  
  
 
 
06
:5
8 

竹
内
 
隆
太
郎
 
 
 
 
 
 
 
(2
.0
km
) 

豊
田
大
谷
高
校
Ａ
 
 
 
 
  
 1
3:
39
 

平
山
 
颯
真
 
 
 
 
 
  

(4
.3
km
) 

愛
知
高
校
Ａ
  

 
 
 
  
  
  
07
:0
9 

岡
留
 
藍
 
 
 
 
 
 
  

(2
.0
km
) 

第
４
区
 

CR
OS
SO
VE
R 
  

 
 
 
 
  
 
 
08
:3
1 

山
名
 
英
志
 
 
 
 
 
 
 
 
(2
.7
km
) 

中
央
発
條
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
  
  
 
  
  
08
:2
1 

橋
本
 
崚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2
.7
km
) 

豊
田
大
谷
高
校
Ａ
 
 
 
 
  
 0
7:
47
 

山
崎
 
碧
葉
 
 
 
 
 
  

(2
.7
km
) 

愛
知
高
校
Ｂ
  

 
 
 
  
 
  
09
:1
2 

森
田
 
こ
こ
乃
 
 
 
 
  

(2
.7
km
) 
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男子の部 女子の部

順位 ゼッケン チーム名 タイム 順位 ゼッケン チーム名 タイム

1 120 陸上教室 0:11:20 1 209 天才ＧＩＲＬＳ東山 0:11:20

2 104 品野ミニバス 0:11:24 2 214 ＳＥＴ　ＰＲＯＪＥＣＴ 0:11:30

3 125 ＳＥＴ　ＰＲＯＪＥＣＴ 0:11:33 3 204 ハッピーらむネ 0:12:02

4 131 イーストマウンテン２ 0:11:45 4 215 ＳＥＴ　ｇｉｒｌｓ 0:12:23

5 106 西陵少年野球クラブ 0:11:46 5 212 スポーツガール 0:12:46

6 124 マシック　 0:11:48 6 207 水南ＴＯＰＳ 0:12:51

6 116 ＥＭＢｓ 0:11:48 7 213 陸上教室 0:12:52

8 123 幡東ブルースカイ 0:12:12 8 216 Ｐｒｏｊｅｃｔ　ｇｉｒｌｓ 0:12:56

9 109 水南ＴＯＰＳ 0:12:17 9 203 プチスター 0:12:57

10 113 チームさっしーズ 0:12:30 10 205 品野ミニバス 0:13:27

11 114 チームてっちゃんズ 0:12:36 11 202 西陵ミニバス 0:13:30

12 105 ＳＮドリームス 0:12:37 12 211 イースターズ 0:13:32

13 128 西陵アベンジャーズ 0:12:38 13 201 幡西ガールズ 0:14:21

14 107 西陵ファイターズ 0:12:40 14 210 ＩＫＣＮ 0:14:34

15 126 ＳＥＴ　ｂｏｙｓ 0:12:46 15 206 ＳＮドリームス 0:14:35

16 115 ５ｓｔａｒｓ 0:13:08 208 ジェニーＧＩＲＬＳ東山 DNF

17 122 ドリムス・Ｊｒ 0:13:12

18 101 幡西ボーイズ 0:13:14

19 127 Ｐｒｏｊｅｃｔ　ｂｏｙｓ 0:13:22

20 102 でこぼこボーイズ 0:13:25

21 108 西陵ドラゴンズ 0:13:27

22 118 ウォーターサウス 0:13:27

23 119 オール・ジャパン 0:13:33

24 129 Ｄａｓｈ　Ｓｅｅｋｅｒｓ　ＫＨＴ 0:13:36

25 130 ＨＴＫＳＲＩ　ＵＮＩＴＥＤ 0:13:37

26 110 水南籠球部 0:13:42

27 117 ウォーターズ！！ 0:13:53

28 103 ＮＢＣブラザーズ 0:13:58

29 121 チャクリーズ 0:14:36

30 111 瀬戸柔道会 0:14:46

112 Ｄｏ　ｍｙ　Ｂｅｓｔ DNF

グリーンシティコムカップ 第１5回瀬戸市小学生駅伝大会
結    果

※表記上同タイムのものは、原則

1/100秒の結果により順位を確定。
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８年第１号議案 

   陶原小学校外５校屋内運動場（外部改修）工事請負契約の締結 

について 

 瀬戸市議会３月定例会に、みだしの議案を次の内容により提出するものとする。 

 

  令和８年１月１５日提出 

 

瀬 戸 市 教 育 委 員 会  

教育長 加 藤 正 彦  

 

１ 契 約 金 額  ２６７，７９５，０００円 

２ 工 事 場 所  瀬戸市原山町１番地の３外５か所 

３ 契 約 方 法  制限付き一般競争入札 

４ 工 事 内 容  陶原小学校外５校の屋内運動場の外部改修を行う工事一式 

５ 工 期  本契約日の翌日から令和９年３月９日まで 

６ 契約の相手方  瀬戸市東茨町７８番地の６ 

          大数建設株式会社 

          代表取締役 稲垣栄 

 

（理 由） 

 この案を提出するのは、市議会に議案として提出するにあたり、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の規定に基づき、教

育委員会の意見を聴取する必要があるからである。 

追-1



８年第２号議案 

 

令和８年度全国学力・学習状況調査の参加について 

 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、令和８年度全国学力・

学習状況調査が実施されるが、本市における今後の教育指導の充実や学習状況の

改善に役立てるため、調査の趣旨に基づき、全小中学校が参加することとする。 

 

令和８年１月１５日提出 

 

瀬戸市教育委員会  

教育長 加藤 正彦  

 

（理由） 

この案を提出するのは、令和８年度全国学力・学習状況調査に参加するに当たり、

教育委員会の議決を求める必要があるからである。 
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￥ 

１．令和８年度全国学力・学習状況調査の概要 

①調査内容 

・教科に関する調査（国語、算数・数学、中学校英語） 
・質問調査（児童生徒質問調査、学校質問調査） 
  ※教科に関する調査（中学校英語）、質問調査は、オンラインで実施 

②調査対象 

国・公・私立学校の小学校６年生・中学校３年生 

③実施予定日（時間割イメージは別紙１） 
 

調査項目 実施予定日・期間 

教科に関する調査
（中学校英語以外） 

令和８年４月23日（木）（調査実施日） 

教科に関する調査
（中学校英語） 
「聞くこと」 
「読むこと」 
「書くこと」 

【当日実施期間】 
令和８年４月20日（月）～23日（木）のいずれか１日で実施 

【予備日】 
令和８年４月24日（金） 

※ 同じ日に、英語「読むこと」「書くこと」を１コマ程度、英語
「聞くこと」と生徒質問調査を１コマ程度で実施（目安） 

※ 各学校の希望を踏まえて日程を調整し、文部科学省が指定す

る日において実施。 

※ 不測の事態により、令和８年４月20日（月）～23日（木）
に実施できなかった学校は、24日（金）に実施 

教科に関する調査

（中学校英語） 
「話すこと」 

【当日実施期間】 
令和８年４月24日（金）、27日（月）のいずれか１日で実施 
※文部科学省において、500校程度を当日実施校に選定予定 

【期間内実施】 

令和８年４月28日（火）～5月29日（金）のいずれか１日で
実施（学校外での実施も可能） 

※ 当日実施校以外の学校については、期間内で分散して実施。 

※ 各学校の希望を踏まえて日程を調整し、文部科学省が指定す

る日において実施。 

児童質問調査 令和８年４月 24日（金）～５月８日（金）のいずれか１日で実施  

生徒質問調査 令和８年４月20日（月)～23日（木）のいずれか１日で実施 

※ 前述の通り、教科に関する調査（中学校英語）「聞くこと」「読
むこと」「書くこと」と同日に実施 

学校質問調査 令和８年４月1日（水）～１７日（金）の期間に各学校が実施 

令和８年度全国学力・学習状況調査 実施の概略 

資料２-1  
（注）本資料は令和 7年 10 月 15日時点のものであり、一部調整中の内容も含まれます。 

今後内容を具体化したうえで、令和 7年 12月に更新版を示す予定です。 
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④後日実施期間 

 ・教科に関する調査（中学校英語以外） 

令和８年４月2４日（金）～4月30日（木） 

 ・教科に関する調査（中学校英語） 
   「聞くこと」「読むこと」「書くこと」 

令和８年４月27日（月）～5月1日（金）（学校外での実施も可能） 

※調査の実施日（予備日も含む）に、調査を実施できないやむを得ない事情等がある学校や、実施時の

トラブルや欠席等により調査を実施できなかった生徒については、従来から教育委員会や学校等の

判断により、後日実施期間に調査を実施することを可能としている。この場合の教科調査の結果は、

全体の集計からは除外されるが、採点の上、教育委員会・学校に提供することとしている。 

 

 

２．令和８年度調査の実施方式 

  【小学校】 

 実施方式 
（オンライン方式の場合） 

用いるシステム 

教科に関する調査 冊子を用いた筆記方式 ― 

児童質問調査 オンライン方式 ※1 MEXCBT 

学校質問調査 オンライン方式 受託事業者のWebシステム 

  【中学校】 

 実施方式 
（オンライン方式の場合） 

用いるシステム 

教科に関する調査(国・数) 冊子を用いた筆記方式 ― 

教科に関する調査(英) オンライン方式 ※1 MEXCBT 

生徒質問調査 オンライン方式 ※1 MEXCBT 

学校質問調査 オンライン方式 受託事業者のWebシステム 

※1 点字は、冊子方式とする。 
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３．今後の主なスケジュール（予定） 

  ※下線部は例年と異なるもの 

 

○10月10日 

・ サンプル問題（中学校英語）の通常版をMEXCBT上に搭載 

○10月15日 

・ 令和８年度の全国学力・学習状況調査のCBT方式での実施に関する説明会 

  ○10月下旬 

・ ヘッドセットの保有数調査 等 

対象：参加予定中学校 

（参加意向調査に先立って、各学校のヘッドセット保有数等を確認） 

・ 英語「話すこと」の当日実施校（候補）に対する協力依頼 

  ○11月 

・ 英語「話すこと」の当日実施校の決定 

・ 学校基本情報の確認 等 

対象：都道府県・市（区）町村教育委員会 

（各設置者管内の学校住所・連絡先情報等の登録、通称「AB調査」） 

  ○12月 

・ 令和８年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領の策定 

・ 参加意向調査 

・ 事前検証の実施方法に関する連絡 

・ 「令和８年度全国学力・学習状況調査」担当者会議 

  ○令和８年１月 

・ 学校基本情報の確認 等 

対象：参加予定学校 

（参加予定の各学校の児童生徒数等の情報の登録、通称「CD調査」） 

・ サンプル問題（中学校英語）の配慮版をMEXCBT上に搭載 

○令和８年２～３月 

・ ヘッドセットの配付 

・ 事前検証の実施 

  

D調査の際に、児童質問調査、中学校英語「聞くこと」「読む
こと」「書くこと」・生徒質問調査、中学校英語「話すこと」
の実施希望日についても調査予定 
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令和８年度全国学力・学習状況調査の時間割のモデル 

○実施予定日 

 教科に関する調査（中学校英語以外） 

  ４月 23日（木）（調査実施日） 

 教科に関する調査（中学校英語） 

 「聞くこと」「読むこと」「書くこと」 

   【当日実施期間】４月 20日（月）～23日（木） 

【予備日】   ４月 24日（金） 

 「話すこと」 

   【当日実施期間】４月 24日（金）、27日（月） 

  【期間内実施】 ４月 28日（火）～５月 29日（金）（学校外での実施も可能） 

 

○後日実施期間 

 教科に関する調査（中学校英語以外） 

  ４月 24日（金）～30日（木） 

 教科に関する調査（中学校英語） 

   「聞くこと」「読むこと」「書くこと」 

  ４月 27日（月）～５月１日（金）（学校外での実施も可能） 

 

１．小学校 

○調査実施日（４月 23日） 

１時限目 ２時限目 

国語 

（45分） 

算数 

（45分） 

 

○児童質問調査の実施日（４月 24日～５月８日のうち事前に学校ごとに調整された１日） 

任意の時間 

児童質問調査 

（20分程度） 

 

２．中学校（英語「話すこと」以外） 

Ａ. ４月 20日～22日、24日に英語、生徒質問調査を実施する学校 

○英語「読むこと」「書くこと」「聞くこと」、生徒質問調査の実施日 

（４月 20日～22日のうち事前に学校ごとに調整された１日の午前又は午後） 

任意の２時間 

英語「読むこと」 

   「書くこと」 

（50分程度） 

英語「聞くこと」 

生徒質問調査 

（50分程度） 

 

※中学校英語「聞くこと」調査では、文部科学省から配布するヘッドセットを使用いただくか、学校で保有

するイヤホンや生徒個人が普段授業等で利用している使い慣れたイヤホンを使用いただくことも可能。前

別紙１ （注）本資料は令和 7年 10 月 15日時点のものであり、一部調整中の内容も含まれます。 

令和７年 12月に策定予定の「令和８年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」に

おいて正式決定となります。 
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述の時間割モデルは、ヘッドセット・イヤホンを調査対象生徒全員分保有している場合の例であり、ヘッ

ドセット・イヤホンの保有数に応じて、資料２－２の実施モデルを参考として、実施すること。 

※ネットワーク環境等の理由により、学年全体で同じ時間に調査を実施するのが困難な場合は、例えば、学

級ごとに分散して実施することが考えられる。その場合、クラスごとに休憩時間をずらして設定するな

ど、先に調査を実施した生徒が後から実施する生徒と接触しないようにするための配慮を、各学校で適切

に行うこと。 

 

○調査実施日（４月 23日） 

１時限目 ２時限目 

国語 

（50分） 

数学 

（50分） 

 

Ｂ. ４月 23日（調査実施日）に全ての調査を実施する学校 

○調査実施日（４月 23日） 

１時限目 ２時限目 ３時限目 ４時限目 

国語 

（50分） 

数学 

（50分） 

英語「読むこと」 

   「書くこと」 

（50分程度） 

英語「聞くこと」 

生徒質問調査 

（50分程度） 

又は 

１時限目 ２時限目 ・・・ ５時限目 ６時限目 

国語 

（50分） 

数学 

（50分） 

・・・ 英語「読むこと」 

   「書くこと」 

（50分程度） 

英語「聞くこと」 

生徒質問調査 

（50分程度） 

 

※ネットワーク環境等の不安がある、「聞くこと」の調査にかかるヘッドセット・イヤホンを調査対象生徒

全員分確保できる見通しがないなどの理由で、学年全体で上記の時間割で実施することが難しい場合は、

極力Ａの日程のうち、20日～22日で調査を実施すること。 

 

Ｃ. ４月 24日以降に実施する学校・生徒（注） 

（注）調査の実施日（予備日も含む）に、調査を実施できないやむを得ない事情等がある学校や、実施

時のトラブルや欠席等により調査を実施できなかった生徒については、従来から教育委員会や学校

等の判断により、後日実施期間に調査を実施することを可能としている。この場合の教科調査の結

果は、全体の集計からは除外されるが、採点の上、教育委員会・学校に提供することとしている。 

 

  Ａ又はＢの日程で一部又は全ての調査（国語、数学、英語、生徒質問調査）を実施できなかった学校・生徒

は、実施できなかった調査のうち、国語と数学を４月 24日以降に、CBTで行う英語と生徒質問調査を４月 27

日以降に行うことができる。このうち、英語と生徒質問調査については、自宅、院内学級等の分教室、教育支

援センター等の学校外での実施をより柔軟に取り扱うことが可能となる。 
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  （国語、数学） 

日程 Ａ・Ｂ（４月 23日） Ｃ（４月 24日以降） 

問題セット 紙冊子（１種類） 

実施場所 原則として学校で実施 

 

 

  （英語「読むこと」「書くこと」「聞くこと」、生徒質問調査） 

日程 Ａ（４月 20～22日、24日）・Ｂ（４月 23日） Ｃ（４月 27日以降） 

問題セット 公開問題、非公開問題で構成 公開問題のみで構成 

実施場所 原則として学校で実施 学校外（自宅等）での実施も可 

 

 

３．中学校（英語「話すこと」） 

○当日実施校（４月 24日、27日） 

文科省指定日 

英語「話すこと」 

 

○期間内実施校（４月 28日以降） 

文科省指定日 

英語「話すこと」 

 

※１ 中学校英語（CBT）は、各問題プログラムの冒頭で英文入力の操作確認や、音声と録音の確認を行う予

定。 

※２ 中学校英語「話すこと」の「当日実施校」（24日、27日実施）は、文部科学省において 500校程度を

選定する。それ以外の「期間内実施校」について、実施希望日調査を行い、期間内で日程分散して実施す

る。対象校等については、今後連絡を行う予定。 

※３ 中学校英語「話すこと」調査では、音声データをアップロードする形で調査を実施。 

※４ 「話すこと」問題に時間制限は設けず、解答が終わり次第、手動で次のページに進む方式に、令和５

年度調査から変更予定。 

※５ 中学校英語「話すこと」調査では、文部科学省から配布するヘッドセットを使用して実施するととも

に、近くの生徒の解答が聞こえたり、解答を拾ってしまったりしないよう、出来る限り分散して着席させ

る必要がある。そのため、学校のヘッドセット保有数や調査に利用できる教室数に応じて、資料２－２の

実施モデルを参考として、実施すること。 

※６ 期間内実施においては、自宅、院内学級等の分教室、教育支援センター等の学校外での実施をより柔

軟に取り扱うことが可能となる。 
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８年第３号議案 

   瀬戸市社会教育委員の委嘱について 

瀬戸市社会教育委員 加藤 啓子は、令和８年１月１５日をもって辞

任するので、その後任として次の者を委嘱する。 

なお、委嘱期間は、前任の委嘱期間である令和８年５月３１日までと

する。 

  令和８年１月１５日提出 

 

瀬戸市教育委員会 

教育長 加藤 正彦 

 

 瀬戸市民生委員児童委員協議会 

 副会長 田中 康夫 

 

（理 由） 

 この案を提出するのは、瀬戸市社会教育委員を委嘱するにあたり、教育

委員会の議決を求める必要があるからである。 
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氏　名 選出母体 公　職・そ　の　他 新

1 水野
ミズノ

　征子
マサコ

校長会 瀬戸市小中学校校長会　副会長

2 山本
ヤマモト

　玉美
タマミ

公民館 瀬戸市公民館協議会　副会長

3 横井
　ヨコイ

　暢彦
ノブヒコ

子ども会 瀬戸市子ども会連絡協議会　会長

4 八鳥
ハットリ

　信彦
ノブヒコ

ＰＴＡ 瀬戸市小中学校PTA連絡協議会　会長

5 川本
カワモト

　まり子
コ

体育団体 瀬戸市スポーツ協会　監事

6 高橋
タカハシ

　正行
マサユキ

医師会 瀬戸旭医師会　理事

7 谷口
タニグチ

　幸二
コウジ

文化団体 瀬戸陶芸協会　参与

8 田中
タナカ

　康夫
ヤスオ

福祉団体
瀬戸市民生委員児童委員協議会
副会長

新

9 椿井
ツバイ

　信仁
ノブヒト

薬剤師会 瀬戸旭長久手薬剤師会　会長

10 福岡
フクオカ

　明
アキラ

学識経験者
元瀬戸市小中学校長・
瀬戸市教育ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ推進会議委員

◆定数及び任期・・・１３名以内、令和６年６月１日～令和８年５月３１日

令和6年度及び令和7年度　瀬戸市社会教育委員名簿
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令和８年２月　教育委員会日程表

日 曜日

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木 第４回尾張部都市教育長会議 北名古屋市文化勤労会館　小ホール 午後２時００分～ 教育長

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木
定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会

瀬戸市役所３階　３０１会議室
瀬戸市役所４階　庁議室

午後１時３０分～
午後２時００分～

全委員

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

1 日

2 月

3 火

定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会
瀬戸市総合教育会議

瀬戸市役所３階　３０１会議室
瀬戸市役所４階　庁議室
瀬戸市役所４階　庁議室

午後１時３０分～
午後２時００分～
午後３時００分～

全委員

件　　　　　　　名

3月11日(水)
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